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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス保持溝を有する框材と、
　前記ガラス保持溝内に設けられたガスケットと、
　前記ガスケットに装着された複層ガラスとを備え、
　前記框材は、前記ガラス保持溝を区画する見込み面部、屋外見付け片部、屋内見付け片
部を備え、
　前記ガスケットは、前記複層ガラスと前記見込み面部との間に配置される底面部と、前
記複層ガラスと前記屋外見付け片部との間に配置される屋外面部と、前記複層ガラスと前
記屋内見付け片部との間に配置される屋内面部とを有し、
　前記底面部には、前記ガスケットの長手方向に沿って複数の開口が形成され、
　前記框材と前記ガスケットとの間には、加熱発泡材が配置され、
　前記框材は、前記複層ガラスの外周面に沿って設けられる上框、下框、左右の縦框を備
え、
　前記加熱発泡材は、前記上框および前記左右の縦框では、前記見込み面部および前記底
面部の間に配置され、前記下框では、前記見込み面部および前記底面部の間には配置され
ず、前記屋外見付け片部および前記屋外面部の間と、前記屋内見付け片部および前記屋内
面部の間に配置されている
　ことを特徴とする建具。
【請求項２】
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　請求項１に記載の建具において、
　前記加熱発泡材は、
　前記左右の縦框では、前記屋外見付け片部および前記屋外面部の間と、前記屋内見付け
片部および前記屋内面部の間にも配置されている
　ことを特徴とする建具。
【請求項３】
　ガラス保持溝を有する框材と、
　前記ガラス保持溝内に設けられたガスケットと、
　前記ガスケットに装着された複層ガラスとを備え、
　前記框材は、前記ガラス保持溝を区画する見込み面部、屋外見付け片部、屋内見付け片
部を備え、
　前記ガスケットは、前記複層ガラスと前記見込み面部との間に配置される底面部と、前
記複層ガラスと前記屋外見付け片部との間に配置される屋外面部と、前記複層ガラスと前
記屋内見付け片部との間に配置される屋内面部とを有し、
　前記底面部には、前記ガスケットの長手方向に沿って複数の開口が形成され、
　前記框材と前記ガスケットとの間には、加熱発泡材が配置され、
　前記加熱発泡材は、テープ状に形成されて前記框材の長手方向に沿って前記框材に接着
され、
　前記ガスケットの前記底面部に形成される開口は、前記ガスケットの長手方向に沿った
一対の長辺と、前記一対の長辺に直交する一対の短辺とで区画される角穴である
　ことを特徴とする建具。
【請求項４】
　ガラス保持溝を有する框材と、
　前記ガラス保持溝内に設けられたガスケットと、
　前記ガスケットに装着された複層ガラスとを備え、
　前記框材は、前記ガラス保持溝を区画する見込み面部、屋外見付け片部、屋内見付け片
部を備え、
　前記ガスケットは、前記複層ガラスと前記見込み面部との間に配置される底面部と、前
記複層ガラスと前記屋外見付け片部との間に配置される屋外面部と、前記複層ガラスと前
記屋内見付け片部との間に配置される屋内面部とを有し、
　前記底面部には、前記ガスケットの長手方向に沿って複数の開口が形成され、
　前記框材と前記ガスケットとの間には、加熱発泡材が配置され、
　前記ガスケットの前記底面部は、前記開口が形成された薄肉部と、前記薄肉部と前記屋
外面部とを連結する屋外厚肉部と、前記薄肉部と前記屋内面部とを連結する屋内厚肉部と
を備えて構成され、
　前記屋外厚肉部は、前記複層ガラスの屋外ガラスの外周面に当接し、
　前記屋内厚肉部は、前記複層ガラスの屋内ガラスの外周面に当接し、
　前記複層ガラスにおいて、前記屋外ガラスおよび前記屋内ガラス間に設けられた封着部
シールは、前記薄肉部と、前記屋外厚肉部と、前記屋内厚肉部とで区画された凹部に面し
て設けられている
　ことを特徴とする建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスケットを介して複層ガラスを保持する建具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　引違い窓や開き窓などの障子のように、複層ガラスを保持する建具において、断熱性や
遮音性を向上するために、框材のガラス保持溝に複層ガラスを組み込んだ建具が知られて
いる（例えば特許文献１）。
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　特許文献１の建具では、複層ガラスは、複数の板ガラス間にスペーサーを配置し、さら
にスペーサーの外周側に封着部シール（パネル間シール材）を充填して各板ガラスを固着
している。また、複層ガラスの外周部には、ガスケット（グレージングチャンネル）が装
着され、このガスケットおよび複層ガラスを、ガラス保持溝内に挿入して建具を組み立て
ている。
【０００３】
　特許文献１の建具は、封着部シールが加熱によって溶けて焼失し、可燃性ガスを発生さ
せた場合に、ガスによる発火を防止するため、板ガラス間に入り込んで板ガラス間にガス
を封止する加熱膨張材を設けていた。具体的には、ガラス保持溝内に組み込まれる補強部
材の底面に加熱膨張材を固定し、加熱膨張材を補強部材とガスケットとの間に配置した構
成や、ガスケットとガラスの端部との間に加熱膨張材を配置した構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１９１１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　加熱膨張材を補強部材とガスケットとの間に配置した場合は、加熱膨張材と封着部シー
ルとの間にガスケットが配置されているため、加熱膨張材が膨張した際にガスケットが残
存していると、加熱膨張材が板ガラス間に入り込むことを阻害する。このため、ガスケッ
トにひびが発生し、そのひびを通って可燃性ガスがガラス保持溝から流出するおそれがあ
る。
【０００６】
　また、ガスケットとガラス端部間に加熱膨張材を配置した場合には、防火性の有無でガ
スケットの種類が異なり、管理が煩雑になるという課題もあった。すなわち、防火性が不
要な建具の場合、ガスケットは、ガラス端部に密着される。一方、防火性が必要な建具の
場合、ガスケットは、ガラス端部との間に加熱発泡材を収納可能なスペースが必要となる
。したがって、ガスケットの構造が異なり、ガスケットの種類が増加して管理が煩雑にな
る。
【０００７】
　本発明の目的は、加熱発泡材でガラス間を迅速に塞ぐことができ、ガスケットの種類の
増加も防止できる建具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の建具は、ガラス保持溝を有する框材と、前記ガラス保持溝内に設けられたガス
ケットと、前記ガスケットに装着された複層ガラスとを備え、前記框材は、前記ガラス保
持溝を区画する見込み面部、屋外見付け片部、屋内見付け片部を備え、前記ガスケットは
、前記複層ガラスと前記見込み面部との間に配置される底面部と、前記複層ガラスと前記
屋外見付け片部との間に配置される屋外面部と、前記複層ガラスと前記屋内見付け片部と
の間に配置される屋内面部とを有し、前記底面部には、前記ガスケットの長手方向に沿っ
て複数の開口が形成され、前記框材と前記ガスケットとの間には、加熱発泡材が配置され
、前記框材は、前記複層ガラスの外周面に沿って設けられる上框、下框、左右の縦框を備
え、前記加熱発泡材は、前記上框および前記左右の縦框では、前記見込み面部および前記
底面部の間に配置され、前記下框では、前記見込み面部および前記底面部の間には配置さ
れず、前記屋外見付け片部および前記屋外面部の間と、前記屋内見付け片部および前記屋
内面部の間に配置されていることを特徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、框材のガラス保持溝に設けられたガスケットの底面部に複数の開口を
形成しているので、加熱発泡材が発泡して膨張した際に開口からガスケットの内側に入り



(4) JP 6843684 B2 2021.3.17

10

20

30

40

50

込み、複層ガラスの外周面を加熱発泡材で覆うことができる。このため、封着部シールか
ら可燃性ガスが発生しても、そのガスをガラス間に封入でき、ガスによる発火を防止でき
る。また、ガスケットに開口を形成しているので、ガスケットが残存していても、加熱発
泡材で封着部シールを確実にかつ迅速に覆うことができる。さらに、框材とガラスとの間
を膨張した加熱発泡材が塞ぐため、加熱面から非加熱面への炎の貫通を防止できる。
　また、加熱発泡材は、ガスケットと框材との間に配置され、ガスケットと複層ガラスと
の間には配置されないため、加熱発泡材の有無によってガスケットの種類を変更する必要
が無い。このため、ガスケットの種類の増加を防止でき、部品管理も容易にできる。
【００１１】
　本発明によれば、上框および左右の縦框では、加熱発泡材を底面部に対向して配置して
いるので、加熱発泡材が膨張すると底面部の開口から即座に封着部シールを覆うことがで
きる。一方、下框では、加熱発泡材は見込み面部には配置されていないため、ガラス保持
溝に流入した雨水などをガラス保持溝の底面（見込み面部）から容易に排水できる。
【００１２】
　本発明の建具において、前記加熱発泡材は、前記左右の縦框では、前記屋外見付け片部
および前記屋外面部の間と、前記屋内見付け片部および前記屋内面部の間にも配置されて
いることが好ましい。
【００１３】
　本発明によれば、縦框では、加熱発泡材は、ガスケットの底面部に対向して配置される
だけでなく、ガスケットの屋外面部および屋内面部にも対向して配置されるため、ガスケ
ットと縦框間に配置される加熱発泡材の体積を大きくできる。このため、縦框で熱反りが
生じ、屋外見付け片部や屋内見付け片部と、複層ガラスの屋外面や屋内面との隙間が大き
くなった場合でも、その隙間をその部分に配置された加熱発泡材によって迅速に塞ぐこと
ができ、防火性能をさらに向上できる。
【００１４】
　本発明の建具は、ガラス保持溝を有する框材と、前記ガラス保持溝内に設けられたガス
ケットと、前記ガスケットに装着された複層ガラスとを備え、前記框材は、前記ガラス保
持溝を区画する見込み面部、屋外見付け片部、屋内見付け片部を備え、前記ガスケットは
、前記複層ガラスと前記見込み面部との間に配置される底面部と、前記複層ガラスと前記
屋外見付け片部との間に配置される屋外面部と、前記複層ガラスと前記屋内見付け片部と
の間に配置される屋内面部とを有し、前記底面部には、前記ガスケットの長手方向に沿っ
て複数の開口が形成され、前記框材と前記ガスケットとの間には、加熱発泡材が配置され
、前記加熱発泡材は、テープ状に形成されて前記框材の長手方向に沿って前記框材に接着
され、前記ガスケットの前記底面部に形成される開口は、前記ガスケットの長手方向に沿
った一対の長辺と、前記一対の長辺に直交する一対の短辺とで区画される角穴であること
を特徴とする。
【００１５】
　本発明によれば、加熱発泡材は長尺なテープ状に形成されるため、各框材の長手方向に
沿って容易に接着することができる。特に、テープ状の加熱発泡材に、予め接着層（粘着
層）を形成しておけば、容易に接着できる。
　また、ガスケットの底面部に形成される開口を角穴とし、さらにガスケットの長手方向
つまり框材の長手方向に沿った一対の長辺と、長辺に直交する一対の短辺とで形成したの
で、テープ状の加熱発泡材を底面部に対向して配置した場合に、前記開口と平面的に重な
る面積を大きくでき、加熱発泡材が膨張した際に、多くの加熱発泡材を開口から複層ガラ
スの外周面側に膨張させることができ、封着部シールの表面を確実に被覆できる。
【００１６】
　本発明の建具は、ガラス保持溝を有する框材と、前記ガラス保持溝内に設けられたガス
ケットと、前記ガスケットに装着された複層ガラスとを備え、前記框材は、前記ガラス保
持溝を区画する見込み面部、屋外見付け片部、屋内見付け片部を備え、前記ガスケットは
、前記複層ガラスと前記見込み面部との間に配置される底面部と、前記複層ガラスと前記
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屋外見付け片部との間に配置される屋外面部と、前記複層ガラスと前記屋内見付け片部と
の間に配置される屋内面部とを有し、前記底面部には、前記ガスケットの長手方向に沿っ
て複数の開口が形成され、前記框材と前記ガスケットとの間には、加熱発泡材が配置され
、前記ガスケットの前記底面部は、前記開口が形成された薄肉部と、前記薄肉部と前記屋
外面部とを連結する屋外厚肉部と、前記薄肉部と前記屋内面部とを連結する屋内厚肉部と
を備えて構成され、前記屋外厚肉部は、前記複層ガラスの屋外ガラスの外周面に当接し、
前記屋内厚肉部は、前記複層ガラスの屋内ガラスの外周面に当接し、前記複層ガラスにお
いて、前記屋外ガラスおよび前記屋内ガラス間に設けられた封着部シールは、前記薄肉部
と、前記屋外厚肉部と、前記屋内厚肉部とで区画された凹部に面して設けられていること
を特徴とする。
【００１７】
　本発明によれば、ガスケットの底面部において、複層ガラスの封着部シールに面する凹
部を形成したので、膨張した加熱発泡材が前記開口から凹部内に広がって封着部シールを
覆うことができる。このため、開口の面積が小さくても、凹部を設けることでより広い範
囲で加熱発泡材を膨張させることができ、封着部シールの表面全体をより確実に被覆でき
る。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の建具によれば、加熱発泡材でガラス間を迅速に塞ぐことができ、ガスケットの
種類の増加も防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態に係る引違い窓を示す内観姿図。
【図２】前記実施形態の引違い窓の縦断面図。
【図３】前記実施形態の引違い窓の横断面図。
【図４】前記実施形態の引違い窓に用いられるガスケットを示す斜視図。
【図５】（Ａ）は外召合せ框における加熱発泡材の配置状態を示す図、（Ｂ）は外召合せ
框における加熱発泡材の発泡後の状態を示す横断面図。
【図６】上框および下框における加熱発泡材の発泡後の状態を示す縦断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
　本実施形態の引違い窓１は、図１～図３に示すように、建物躯体の開口部に設けられる
窓枠２と、窓枠２で囲まれた内部に左右方向に引き違い可能に配置された外障子３Ａおよ
び内障子３Ｂとを備えている。
　窓枠２は、アルミ製の押出形材によって形成された上枠２１、下枠２２および左右の縦
枠２３、２４を枠組みして構成されている。図２に示すように、上枠２１には、上レール
２５，２６が形成されており、下枠２２には、下レール２７，２８が形成されている。
【００２１】
　外障子３Ａおよび内障子３Ｂは、アルミ製の押出形材によって形成された上框３１と、
下框３２と、戸先側の縦框３３と、召合せ側の縦框３４と、複層ガラス５０とを框組みし
て構成されている。本実施形態では、上框３１、下框３２、縦框３３、３４は、複層ガラ
ス５０を保持するガラス保持溝４０を有する框材であり、外障子３Ａ、内障子３Ｂが框材
、ガスケット７０、複層ガラス５０を備える建具である。
【００２２】
　なお、図１～３に示すように、引違い窓１の上下方向をＹ軸とし、外障子３Ａ、内障子
３Ｂのスライド移動方向をＸ軸とし、Ｘ軸およびＹ軸に直交する方向をＺ軸とすると、窓
枠２（上枠２１、下枠２２、縦枠２３、２４）や、外障子３Ａ、内障子３Ｂの見込み方向
は、Ｚ軸方向つまり引違い窓１の屋内外方向（奥行き方向）である。また、上枠２１、下
枠２２、上框３１、下框３２の見付け方向は、Ｙ軸方向つまり上下方向であり、縦枠２３
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、２４、縦框３３、３４の見付け方向は、Ｘ軸方向つまり外障子３Ａ、内障子３Ｂの移動
方向（左右方向）である。
【００２３】
　上框３１は、図２に示すように、ガラス保持溝４０を区画する見込み面部３１１と、屋
外見付け片部３１２と、屋内見付け片部３１３とを備える。
　見込み面部３１１は、上框３１の見込み方向（Ｚ軸方向）に沿って形成され、高さ位置
が異なる第１見込み面部３１１Ａと、第２見込み面部３１１Ｂとで構成されている。屋外
見付け片部３１２は、見込み面部３１１の屋外側端縁から下方（見付け方向）に延長され
、屋内見付け片部３１３は、見込み面部３１１の屋内側端縁から下方に延長されている。
【００２４】
　下框３２は、ガラス保持溝４０を区画する見込み面部３２１と、屋外見付け片部３２２
と、屋内見付け片部３２３とを備える。
　見込み面部３２１は、下框３２の見込み方向（Ｚ軸方向）に沿って形成されている。屋
外見付け片部３２２は、見込み面部３２１の屋外側端縁から上方に延長され、屋内見付け
片部３２３は、見込み面部３２１の屋内側端縁から上方に延長されている。
【００２５】
　縦框３３、３４は、図３に示すように、ガラス保持溝４０を区画する見込み面部３３１
、３４１と、屋外見付け片部３３２、３４２と、屋内見付け片部３３３、３４３とを備え
る。
　見込み面部３３１、３４１は、縦框３３、３４の見込み方向（Ｚ軸方向）に沿って形成
されている。屋外見付け片部３３２、３４２は、見込み面部３３１、３４１の屋外側端縁
から見付け方向（Ｘ軸方向）に沿って延長され、屋内見付け片部３３３、３４３は、見込
み面部３３１、３４１の屋内側端縁から見付け方向（Ｘ軸方向）に沿って延長されている
。
【００２６】
［補強材］
　外障子３Ａの下框３２には、図２、６に示すように、屋外見付け片部３２２と見込み面
部３２１とに沿って配置された断面Ｌ字状の補強材３５が配置されている。
　外障子３Ａの縦框３４には、図３、５に示すように、屋外見付け片部３４２、見込み面
部３４１、屋内見付け片部３４３に沿って配置された断面コ字状の補強材３６が配置され
ている。補強材３６は、屋外見付け片部３４２、屋内見付け片部３４３の折返し部分に差
し込まれて、屋外見付け片部３４２、屋内見付け片部３４３の口開きを防止する。
　補強材３５、３６は、スチールやアルミ製のピース材（短尺材）であり、下框３２や縦
框３４の長手方向に沿って間隔をあけて複数個配置され、下框３２や縦框３４に図示略の
ネジで固定されている。なお、他の框に補強材を設けてもよく、補強材の有無は、各框の
構造や、各框に加わる力などを考慮して設定すれば良い。
【００２７】
［加熱発泡材］
　図２に示すように、上框３１には、３枚の加熱発泡材５１１、５１２、５１３が接着さ
れている。加熱発泡材５１１～５１３は、熱膨張性黒鉛などを含んで構成された長尺のテ
ープ材であり、火災時などに温度が所定温度（例えば１５０～２００度程度）以上になる
と、発泡して約１０～４０倍程度に膨張し、遮炎材として機能するものである。また、加
熱発泡材５１１～５１３は、裏面側に接着層（粘着層）が積層されており、剥離紙で保護
されている。このため、剥離紙を剥がすだけで上框３１に容易に接着できるものである。
以下で説明する他の加熱発泡材５１４～５１８も同じテープ材である。
　加熱発泡材５１１～５１３は、上框３１の長手方向（Ｘ軸方向）に沿って接着されてい
る。加熱発泡材５１１は、第１見込み面部３１１Ａの下面に接着され、加熱発泡材５１２
は、第２見込み面部３１１Ｂの下面に接着されている。加熱発泡材５１３は、外障子３Ａ
の屋内見付け片部３１３や、内障子３Ｂの屋外見付け片部３１２の各内面において、第１
見込み面部３１１Ａ側の上端部分に接着されている。
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【００２８】
　下框３２には、２枚の加熱発泡材５１４、５１５が接着されている。加熱発泡材５１４
、５１５は、下框３２の長手方向（Ｘ軸方向）に沿って接着されている。加熱発泡材５１
４は、屋外見付け片部３２２の内面において、見込み面部３２１側の下端部に接着されて
いる。加熱発泡材５１５は、屋内見付け片部３２３の内面において、見込み面部３２１側
の下端部に接着されている。
【００２９】
　図３に示すように、縦框３３、３４には、３枚の加熱発泡材５１６、５１７、５１８が
接着されている。加熱発泡材５１６～５１８は、長尺のテープ状に形成され、縦框３３、
３４の長手方向（Ｙ軸方向）に沿って接着されている。
　加熱発泡材５１６は、見込み面部３３１、３４１に接着されている。加熱発泡材５１７
は、屋外見付け片部３３２、３４２の内面において、見込み面部３３１、３４１側の端部
に接着されている。加熱発泡材５１８は、屋内見付け片部３３３、３４３の内面において
、見込み面部３３１、３４１側の端部に接着されている。
【００３０】
　［ガスケット］
　各框３１～３４のガラス保持溝４０には、複層ガラス５０に装着されたガスケット（グ
レージングチャンネル）７０が挿入されている。ガスケット７０は、図４にも示すように
、底面部７１と、屋外面部７２と、屋内面部７３とを備えた硬質樹脂部７４と、屋外面部
７２および屋内面部７３の上端部に設けた軟質樹脂部７５とを備えている。軟質樹脂部７
５は、硬質樹脂部７４に比べて硬度が低く、複層ガラス５０に当接して水密性、気密性を
向上できるものであればよい。
　底面部７１は、薄肉部７１１と、薄肉部７１１の屋外側に設けられて薄肉部７１１と屋
外面部７２とを連結する屋外厚肉部７１２と、薄肉部７１１の屋内側に設けられて薄肉部
７１１と屋内面部７３とを連結する屋内厚肉部７１３とを備えている。屋外厚肉部７１２
、屋内厚肉部７１３の複層ガラス５０側の表面は、薄肉部７１１の表面よりも複層ガラス
５０に近づくように形成されている。これにより、薄肉部７１１と、屋外厚肉部７１２と
、屋内厚肉部７１３とで囲まれる凹部７６が形成されている。
【００３１】
　薄肉部７１１には、開口７７が形成されている。開口７７は、ガスケット７０の長手方
向に沿った一対の長辺７７１と、長辺７７１に直交する一対の短辺７７２とで区画される
角穴である。
　短辺７７２の幅寸法（Ｚ軸方向の寸法）Ｗ１は、例えば、底面部７１の幅寸法Ｗの１／
２以上、２／３以下程度に設定されている。
　長辺７７１の長さ寸法Ｌ１は、例えば、幅寸法Ｗ１の４～５倍程度に設定されている。
また、各開口７７間の寸法Ｌ２は、例えば、長さ寸法Ｌ１の１／１０以上、１／１５以下
程度に設定されている。
　底面部７１における開口７７の面積比は、約４０％以上、７０％以下程度に設定するこ
とが好ましく、開口７７の面積は、ガスケット７０の剛性、強度を確保できる範囲で、で
きるだけ大きくすればよい。本実施形態では、底面部７１、屋外面部７２、屋内面部７３
は、硬質樹脂部７４で構成されているので、底面部７１における開口７７の面積比が約４
０％以上であっても、底面部７１が捻れたりすることもなく、必要な強度を確保できる。
【００３２】
［複層ガラス］
　複層ガラス５０は、図２，３に示すように、屋外側に配置された屋外ガラス５１と、屋
内側に配置された屋内ガラス５２と、屋外ガラス５１および屋内ガラス５２間に配置され
たスペーサー５３および封着部シール５４を備えている。
　屋外ガラス５１は、網入りガラスからなる防火ガラスで構成され、屋内ガラス５２は、
ＬＯＷ－Ｅガラス等の板ガラスで構成されている。なお、屋外ガラス５１を板ガラスで構
成し、屋内ガラス５２を防火ガラスで構成してもよいし、屋外ガラス５１および屋内ガラ
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ス５２を防火ガラスで構成してもよい。なお、防火ガラスとしては、網入りガラスに限定
されず、耐熱強化ガラス等の各種の防火ガラスを用いることができる。
【００３３】
　スペーサー５３は、屋外ガラス５１および屋内ガラス５２間の間隔を維持するものであ
り、公知のものを用いることができる。スペーサー５３は、屋外ガラス５１および屋内ガ
ラス５２の外周面よりも内側に配置されている。複層ガラス５０は、屋外ガラス５１、屋
内ガラス５２間においてスペーサー５３で区画される中空部に、乾燥空気やアルゴンガス
を封入したり、中空部を真空状態にしてユニット化することで、断熱性能を向上している
。
【００３４】
　封着部シール５４は、スペーサー５３の外周側において、屋外ガラス５１および屋内ガ
ラス５２の各外周端部間に形成される空間に充填されている。封着部シール５４は、各ガ
ラス５１，５２を強固に接着固定でき、中空部の水密性、気密性を確保できる材質であれ
ばよく、シリコン系やポリサルファイド系等の接着剤を利用できる。
【００３５】
　なお、複層ガラス５０としては、屋外ガラス５１、屋内ガラス５２の２枚のガラスを備
えるものに限定されず、屋外ガラス５１、屋内ガラス５２に加えて、各ガラス５１，５２
間に配置される１枚以上の中間ガラスを備えるものでもよい。
　複層ガラス５０の外周面とは、屋外ガラス５１、屋内ガラス５２の外周面（屋外厚肉部
７１２、屋内厚肉部７１３に対向する面）と、封着部シール５４の露出面（外周面）とを
含むものである。
【００３６】
　複層ガラス５０の外周面には、前述したガスケット７０が装着される。本実施形態では
、複層ガラス５０の外周面のうち、上面と一方の縦面に沿って配置されるガスケット７０
と、下面と他方の縦面に沿って配置されるガスケット７０との２つのガスケットが装着さ
れている。
　ガスケット７０の屋外厚肉部７１２、屋内厚肉部７１３には、屋外ガラス５１、屋内ガ
ラス５２の外周面がそれぞれ当接されて位置決めされている。
【００３７】
　下框３２の見込み面部３２１には、図２に示すように、複層ガラス５０を支持するセッ
ティングブロック５６が配置されている。セッティングブロック５６は、短尺の直方体状
のブロックであり、下框３２の長手方向に沿って複数（例えば２個）配置されている。ま
た、外障子３Ａの下框３２に固定された補強材３５は、短尺のピース材であり、セッティ
ングブロック５６とは異なる位置に配置されている。
　なお、下框３２の見込み面部３２１には、加熱発泡材が配置されないため、セッティン
グブロック５６および補強材３５は、見込み面部３２１に直接載置されている。
【００３８】
　［ガラス保持溝の防火構造］
　火災時の熱で加熱発泡材５１１～５１８が発泡、膨張した場合の防火構造について、図
５、６を参照して説明する。
　図５（Ａ）に示すように、縦框３４には、ピース材である補強材３６が配置されている
ため、縦框３４に設けられた各加熱発泡材５１６～５１８は、補強材３６の配置部分では
補強材３６に接着され、補強材３６が配置されていない部分では縦框３４に接着されてい
る。
【００３９】
　火災時の熱で外障子３Ａ、内障子３Ｂの温度が上昇し、各加熱発泡材５１６～５１８が
発泡温度（例えば１５０～２００℃）に到達すると、各加熱発泡材５１６～５１８が発泡
して膨張する。
　図５（Ｂ）に示すように、加熱発泡材５１６は、発泡すると、ガスケット７０の開口７
７から凹部７６内に膨張し、凹部７６に面している封着部シール５４の表面を覆って被覆
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する。
　また、加熱発泡材５１７、５１８が発泡すると、ガスケット７０の屋外面部７２、屋内
面部７３と、屋外見付け片部３４２、屋内見付け片部３４３との間で膨張する。このため
、軟質樹脂部７５が焼失している場合には、加熱発泡材５１７、５１８は、屋外見付け片
部３４２、屋内見付け片部３４３を覆い、複層ガラス５０と屋外見付け片部３４２、屋内
見付け片部３４３との間を塞ぐ。
　他の縦框３３、３４においても、同様に、加熱発泡材５１６が開口７７から凹部７６内
に膨張して封着部シール５４の表面を覆い、加熱発泡材５１７、５１８が、複層ガラス５
０の屋外面や屋内面と、縦框３３、３４との隙間を塞ぐ。
【００４０】
　図６に示すように、上框３１では、加熱発泡材５１１～５１３が発泡し、主に加熱発泡
材５１１が開口７７から凹部７６に膨張して封着部シール５４の表面を覆い、加熱発泡材
５１２、５１３が複層ガラス５０の屋外面や屋内面と、上框３１との隙間を塞ぐ。
　下框３２では、加熱発泡材５１４、５１５が発泡すると、開口７７から凹部７６に膨張
して封着部シール５４の表面を覆う。下框３２では、見込み面部３２１には加熱発泡材が
設けられておらず、加熱発泡材５１４、５１５は、屋外見付け片部３２２、屋内見付け片
部３２３に設けられているので、互いに対向する加熱発泡材５１４、５１５が発泡、膨張
して衝突すると、開口７７から凹部７６内に膨張して封着部シール５４の表面を覆う。ま
た、加熱発泡材５１４、５１５は、複層ガラス５０の屋外面や屋内面と、下框３２との隙
間も塞ぐ。
　以上により、各加熱発泡材５１１～５１８が発泡するため、ガラス保持溝４０での防火
性能を確保できる。
【００４１】
［実施形態による効果］
（１）ガスケット７０の底面部７１に複数の開口７７を形成しているので、特に開口７７
に対向して配置される加熱発泡材５１１、５１２、５１６や、下框３２に設けられた加熱
発泡材５１４、５１５が発泡、膨張した際に、開口７７からガスケット７０の内側に入り
込み、複層ガラス５０の外周面を覆うことができる。このため、封着部シール５４から可
燃性ガスが発生しても、そのガスをガラス５１、５２間に封入でき、ガスの流出を防止し
て流出したガスによる発火も防止できる。
　また、ガスケット７０に開口７７を形成しているので、ガスケット７０が残存していて
も、加熱発泡材５１１～５１８で封着部シール５４を確実にかつ迅速に覆うことができる
。さらに、各框３１～３４と複層ガラス５０との間を膨張した加熱発泡材５１１～５１８
が塞ぐため、外障子３Ａ、内障子３Ｂの加熱面（屋外側または屋内側）から非加熱面（屋
内側または屋外側）への炎の貫通を防止でき、複層ガラス５０の周囲の防火性能を向上で
きる。
【００４２】
（２）加熱発泡材５１１～５１８は、ガスケット７０と框３１～３４との間に配置され、
ガスケット７０と複層ガラス５０との間には配置されないため、加熱発泡材５１１～５１
８の有無によってガスケット７０の種類を変更する必要が無い。このため、ガスケット７
０の種類の増加を防止でき、部品管理も容易にできる。
【００４３】
（３）上框３１および左右の縦框３３、３４では、加熱発泡材５１１、５１２、５１６を
底面部７１の開口７７に対向して配置しているので、加熱発泡材５１１、５１２、５１６
が発泡すると即座に開口７７から凹部７６内に膨張し、封着部シール５４を迅速に覆うこ
とができる。一方、下框３２では、加熱発泡材５１４、５１５は見込み面部３２１に接着
されていないため、下框３２内に流入した雨水が見込み面部３２１上を流れる際の障害に
ならず、雨水を見込み面部３２１に形成した排水穴から容易に排水できる。
【００４４】
（４）縦框３３、３４は、ガスケット７０の底面部７１の開口７７に対向して配置される
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加熱発泡材５１６だけでなく、ガスケット７０の屋外面部７２および屋内面部７３にも対
向して配置される加熱発泡材５１７、５１８を備えているので、ガスケット７０と縦框３
３、３４間に配置される加熱発泡材５１６～５１８の合計の体積を大きくできる。このた
め、縦框３３、３４で熱反りが生じ、屋外見付け片部３２２や屋内見付け片部３２３と、
複層ガラス５０の屋外面や屋内面との隙間が大きくなった場合でも、その隙間を加熱発泡
材５１７，５１８によって塞ぐことができ、防火性能をさらに向上できる。
【００４５】
（５）加熱発泡材５１１～５１８は長尺なテープ状に形成されるため、各框３１～３４の
長手方向に沿って容易に接着することができる。
　また、ガスケット７０の底面部７１に形成される開口７７を角穴とし、ガスケット７０
の長手方向つまり框３１～３４の長手方向に沿った一対の長辺７７１と、長辺７７１に直
交する一対の短辺７７２とで開口７７を形成したので、テープ状の加熱発泡材５１１、５
１６を底面部７１に対向して配置した場合に、開口７７と平面的に重なる面積を大きくで
きる。このため、加熱発泡材５１１、５１６が膨張した際に、多くの加熱発泡材５１１、
５１６を開口７７から複層ガラス５０の外周面側に膨張させることができ、封着部シール
５４の表面を確実に被覆できる。
【００４６】
（６）ガスケット７０の底面部７１に凹部７６を形成したので、膨張した加熱発泡材５１
１～５１８は開口７７から凹部７６内で広がって封着部シール５４を覆うことができる。
このため、開口７７の面積が小さくても、凹部７６を設けることでより広い範囲で加熱発
泡材５１１～５１８を膨張させることができ、封着部シール５４の表面全体をより確実に
被覆できる。
【００４７】
［変形例］
　なお、本発明は以上の実施形態で説明した構成のものに限定されず、本発明の目的を達
成できる範囲での変形例は、本発明に含まれる。
　例えば、加熱発泡材５１１～５１８は、框３１～３４に接着されるものに限定されず、
ガスケット７０側に接着してもよい。すなわち、加熱発泡材５１１～５１８は、框３１～
３４とガスケット７０との間に配置されていればよい。
　また、各框３１～３４における加熱発泡材の数や配置位置は前記実施形態に限定されな
い。例えば、下框３２において、底面部７１の開口７７に対向する見込み面部３２１に加
熱発泡材を接着してもよい。逆に、上框３１や縦框３３、３４において、見込み面部３１
１、３３１、３４１に加熱発泡材を配置せず、屋外見付け片部３１２、３３２、３４２や
、屋内見付け片部３１３、３３３、３４３に加熱発泡材を接着してもよい。
【００４８】
　ガスケット７０は前記実施形態で開示された形状、構造のものに限定されない。例えば
、凹部７６が形成されていないガスケットでもよく、少なくとも底面部７１に複数の開口
７７が形成されていればよい。
　また、開口７７の形状も角穴に限定されず、楕円形状等でもよく、加熱発泡材５１１～
５１８の発泡膨張時に封着部シール５４を覆うことができればよい。また、ガスケット７
０の底面部７１の複数の開口７７は、必ずしも建具の四辺（上、縦、下）に設けられるガ
スケット７０のすべてが備える必要はなく、建具のいずれか一辺に設けられるガスケット
７０のみに開口７７が設けられていてもよいし、建具の２辺もしくは３辺に設けられるガ
スケット７０に開口７７が設けられてもよい。
【００４９】
　本発明の建具は、引違い窓に限らず、片引き窓、縦すべり出し窓、横すべり出し窓、内
倒し窓、外倒し窓、上げ下げ窓、内開き窓、外開き窓、ＦＩＸ窓等の各種サッシ窓として
用いることができる。なお、ＦＩＸ窓においては、複層ガラスを保持する窓枠が、本発明
におけるガラス保持溝４０を有する框材に相当する。
【符号の説明】
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【００５０】
　１…引違い窓、３Ａ…建具である外障子、３Ｂ…建具である内障子、３１…框材である
上框、３２…框材である下框、３３、３４…框材である縦框、３５、３６…補強材、４０
…ガラス保持溝、５０…複層ガラス、５１…屋外ガラス、５２…屋内ガラス、５３…スペ
ーサー、５４…封着部シール、５６…セッティングブロック、７０…ガスケット、７１…
底面部、７１１…薄肉部、７１２…屋外厚肉部、７１３…屋内厚肉部、７２…屋外面部、
７３…屋内面部、７４…硬質樹脂部、７５…軟質樹脂部、７６…凹部、７７…開口、７７
１…長辺、７７２…短辺、３１１、３２１、３３１、３４１…見込み面部、３１１Ａ…第
１見込み面部、３１１Ｂ…第２見込み面部、３１２、３２２、３３２、３４２…屋外見付
け片部、３１３、３２３、３３３、３４３…屋内見付け片部、５１１～５１８…加熱発泡
材。

【図１】 【図２】
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